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　大
おおさき
崎遺跡は設楽町田口字大崎の境川左岸の緩

かんしゃめん
斜面上にあります。今回見つかった成果

で最も注目されるのは、調査区西側から南東側全面に展開する鎌
かまくら
倉時代の水

すいでんあと
田跡で、三

河山間部は初めての調査事例となります。水田跡の下には縄
じょうもん

文時代中
ちゅうき
期〜晩

ば ん き
期や弥

や よ い
生

時代中期の竪
たてあなたてものあと
穴建物跡がまとまって確認されつつあり、さらにその下層では縄文時代

早
そ う き
期 ?の煙

えんどうつき
道付炉

ろ あ な
穴も見つかっています。各時期の集落跡が広がっているようです。
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寒狭山

岩古谷山

41.マサノ沢遺跡

42.笹平遺跡

43.丸瀬遺跡

45.柿平遺跡

46.中屋地遺跡

47.下り道遺跡
50.添沢遺跡

32.根道外遺跡

34.中村遺跡

36.八橋谷合遺跡

37.向橋遺跡

38.永江沢遺跡

21.大空前遺跡

22.上ヲロウ・下ヲロウ遺跡

23.川向近沢遺跡
24.石原遺跡

25.下延坂遺跡

26.大畑遺跡

27.川向東貝津遺跡

28.南ヶ岳遺跡

30.八橋大平遺跡

13.上戸神遺跡
15.川向萩ノ平沢遺跡
17.川向力石遺跡18.川向向山遺跡

19.大栗遺跡

20.万瀬遺跡

2.大名倉遺跡

3.日掛遺跡

5.西地・東地遺跡

7.ハラビ平遺跡

8.胡桃窪遺跡

9.大名倉丸山遺跡

63.田口西貝津遺跡

64.田口シウキ遺跡

65.大崎遺跡

72.松戸遺跡

29.光石山候補地

1.沢入遺跡

48.下中熊遺跡

49.上中熊遺跡

73.松戸下畑遺跡

74.松戸城跡

68.広畑遺跡
69.萩平遺跡

70.萩平村古屋敷

71.重原藩田口代官所

61.半兵衛屋敷

60.居立遺跡

62.田口大久保遺跡

59.中島遺跡

57.東遺跡

52.一ノ橋遺跡

56.向木屋城跡

54.城下遺跡
53.向木屋遺跡

58.稲場遺跡

66.根ノ後遺跡

35.八橋アテ遺跡

39.八橋崩沢遺跡

33.長久保遺跡40.境川林道遺跡

4.栢ノ久保遺跡

6. 後沢遺跡

10.川向田ノ入遺跡

11.三軒屋遺跡 12.梨子谷下遺跡

14.道合遺跡
16.道上遺跡

44.小松沢上ゲ遺跡

31.滝瀬遺跡

設楽ダム関連 遺跡分布図

67.大峯遺跡

国土地理員刊行　２万５千分の１地形図 「田口」「海老」より

55.天白遺跡

51.添津遺跡

0 2km
（1:40,000）

遺跡（埋蔵文化財包蔵地）の範囲

常時満水437mの範囲

設楽ダム事業により影響を受ける遺跡
岩古屋城跡

和市場遺跡

清水遺跡

寒相遺跡
小松杉平遺跡

オリジ遺跡

下湯分沢遺跡

田平遺跡

寺トコ遺跡

本江遺跡

尊手平遺跡

長江城跡

御堂山遺跡

天堤遺跡

八橋杉平遺跡

鐘鋳場跡

宝ノ久保遺跡

欠田遺跡
上杉沢遺跡

野々瀬遺跡

川角遺跡

中村遺跡

上万場遺跡

庄之子呂遺跡市場口遺跡

西長沢遺跡

モロ田遺跡

長尾遺跡

菅沢山遺跡長根遺跡

岩クラ遺跡澄川口遺跡

大家下遺跡

本谷遺跡

本谷口遺跡
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架   橋

見学用通路
縄文時代後期末～晩期前半

の遺物集中範囲

縄文時代中期
～弥生時代中期

の集落跡

竪穴建物跡

竪穴建物跡?
（縄文?）

Stage2
水田関連遺構【鎌倉時代】

導

路

水

大
畦

沼状地形

土坑墓
土坑墓

21Ａ区

【下層】

大崎遺跡21区全体図
21Ｂ区

弥生前期後半～中期前葉

縄文晩期

弥生中期後葉

作土掘削済 検出および
作土掘削中

根

Stage3
水田関連遺構下

遺構群
【縄文中期後半

～弥生時代中期後葉】

Stage4
最下層遺構群

【縄文時代早期以前】

Stage1
石積・集石遺構群
【近世～近代?】

<表土・腐植土>

<にぶい黄褐色粘土・シルト層>

<明黄褐色粘土・シルト・砂層>

<黒色粘土・シルト層>

<灰黄褐色粘土層など>

土層断面と遺構の関係N

柵列（鎌倉時代以降）

柵列（戦国時代）

煙道付炉穴
（縄文時代早期?）

石積・集石遺構群
【近世～近代?】

袋状土坑【落し穴か】
（縄文時代早期?）

21Ｂ区

地表

深さ10cm

深さ50cm

深さ100cm

山茶碗出土

伊勢型鍋出土

　上の遺物は、いずれも水田の畦の高まり部
分の中から出土しています。これらは、当時
の人が、水田造営などに際して、意図的に埋
めたもの考えられることから、水田が営まれ
た時代を推定する好資料となっています。

　大崎遺跡で見つかった水田関
連遺構には、畦畔（けいはん）、
畦畔に囲まれた耕作部分（耕作
土）、導水路（溝）があります。
　大崎遺跡では、地形に合わせ
て小さい区画を連続して造成し
た様子が見て取れます。山間部
においては、効率よく水を溜め
るために、中世鎌倉時代でも、
このような形の水田が営まれた
ものと考えられます。

畦畔の検出状況

竪穴建物跡内出土土器（弥生中期初頭）

21A 区水田関連遺構（北より）

　縄文時代の屋外に設けられた炉で、もとはトンネル状
に掘られて、燻製などを作ったのではないかと言われて
います。石を用いて構造的に改変して、何度も使用して
いた様子が見られます。


